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本
紙
記
者 

出
前
授
業

    

―
学
校
で
の
主
権
者
教
育
の
一
助
に

り
、「
４
歳
の
保
育
園
児
は
一
人
で

お
風
呂
に
入
れ
な
い
よ
ね
」
な
ど

と
問
い
か
け
た
。
渡
部
詩
織
さ
ん

（
17
）
は
子
育
て
の
負
担
の
重
さ
に

驚
い
た
様
子
で
「
小
さ
い
子
ど
も
が

い
る
と
共
働
き
は
で
き
な
く
な
る
の

で
は
」
と
話
し
た
。

政
治
参
加
の
第
一
歩

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
考
え
る

　

渡
辺
記
者
は
「
暮
ら
し
や
す
い
社

会
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。
そ
れ
を
考
え
る
の
が
政
治
参
加

の
第
一
歩
」
と
話
し
、
初
日
の
授
業

を
終
え
た
。

　

同
校
で
は
、
今
春
か
ら
３
年
生
の

２
ク
ラ
ス
で
主
権
者
教
育
を
行
っ
て

い
る
。
授
業
を
担
当
す
る
松
山
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ネ
ク
ス
ト
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
」
代
表
、
越
智
大ひ

ろ

貴た
か

さ
ん

（
28
）
は
「
続
け
る
こ
と
で
生
徒
が

自
分
の
意
見
を
持
ち
、
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
記
者
の
出
前

授
業
は
実
際
の
取
材
に
基
づ
い
て
い

て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
生
徒
に

も
浸
透
し
て
い
た
」
と
語
っ
た
。

（
39
）」「
小
学
2
年
の
長
男（
８
）」「
保

育
園
に
通
う
長
女
（
４
）」、
5
人
の

場
合
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
70
）」

の
役
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
、
共
働
き
家

族
を
疑
似
体
験
し
た
。

　

ま
ず
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で

の
１
日
に
「
や
る
べ
き
こ
と
」「
や

り
た
い
こ
と
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え

て
メ
モ
す
る
。
互
い
の
１
日
を
持
ち

寄
り
、
突
き
合
わ
せ
る
と
…
…
。

　
「
ご
飯
を
作
る
」「
長
女
の
保
育

園
の
送
り
迎
え
」「
掃
除
と
洗
濯
」

―
。
家
族
の
中
で
誰
も
や
る
人
が

い
な
か
っ
た
。

　
５
人
グ
ル
ー
プ
で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
役
に
「
こ
れ
も
お
願
い
」「
あ
れ

も
」。
長
女
役
か
ら
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
め
っ
ち
ゃ
大
変
や
ん
」
と
声
が

あ
が
っ
た
。

　

話
し
合
い
に
は
渡
辺
記
者
も
加
わ

共
働
き
家
族
を
疑
似
体
験

　
「
君
た
ち
が
50
歳
に
な
る
こ
ろ
、

日
本
の
人
口
は
１
億
人
前
後
。
そ
の

後
は
８
７
０
０
万
人
ま
で
減
る
か
も

し
れ
な
い
よ
」

　

松
山
市
の
私
立
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子

高
校
、
３
年
生
の
教
室
。
読
売
新
聞

東
京
本
社
編
集
委
員
、
渡
辺
嘉
久
記

者
（
51
）
の
言
葉
に
、
生
徒
か
ら

「
え
ー
」
と
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

「
18
歳
の
１
票　

少
子
化
」
の
紙
面

（
10
月
３
日
）
を
掲
げ
て
「
君
た
ち

と
同
じ
18
歳
の
人
口
も
今
は
ピ
ー
ク

の
半
分
」
と
説
明
さ
れ
る
と
、
生
徒

は
よ
り
身
近
な
問
題
に
感
じ
た
よ
う

だ
。

　

４
～
５
人
ず
つ
に
分
か
れ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
商
社
に
勤
め

る
夫
（
41
）」「
百
貨
店
で
働
く
妻

日
本
の
課
題
を
中
高
生
と
考
え
る
企
画
「
18
歳
の
1
票
」
の
記
事
を

使
っ
た
読
売
新
聞
記
者
に
よ
る
初
め
て
の
出
前
授
業
が
10
月
15
、
16

日
に
行
わ
れ
た
。
学
校
で
の
主
権
者
教
育
の
一
助
に
な
れ
ば
、
と
い

う
狙
い
だ
。「
少
子
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

少
子
化
の
進
む
未
来
を

想
像
し
て
討
論

　

２
日
目
の
16
日
は
、
少
子
化
が
進

む
未
来
を
想
像
し
、
暮
ら
し
へ
の
影

響
を
考
え
た
。

　

授
業
は
１
日
目
と
同
様
、
３
年
生

を
対
象
に
４
、５
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
進
め
ら
れ
た
。

　
「
高
校
の
生
徒
が
２
０
０
人
か
ら

１
０
０
人
に
減
っ
た
ら
ど
う
な
る
だ

ろ
う
。
毎
月
の
授
業
料
を
３
万
円
と

す
る
と
、
生
徒
数
半
減
で
高
校
の
収

入
は
６
０
０
万
円
が
３
０
０
万
円
に

な
る
よ
ね
」

　

渡
辺
記
者
が
問
い
か
け
た
。
生
徒

は
意
見
を
出
し
合
う
。

　
「
先
生
の
給
料
が
減
る
」「
学
費
が

上
が
る
」。「
食
堂
の
料
理
が
値
上
が

り
す
る
」
と
の
意
見
に
は
「
え
ー
、

や
だ
」
の
声
が
。

　

渡
辺
記
者
は
「
こ
れ
ま
で
通
り
校

舎
や
体
育
館
の
維
持
に
お
金
を
か
け

ら
れ
る
か
な
。
給
料
を
払
え
ず
先
生

が
減
る
と
、
必
要
な
教
科
に
専
門
の

先
生
を
置
け
な
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
日
本
が
も
し

１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
で
は
、

高
齢
者
が
増
え
る
と
年
金
も
か
さ

み
、
支
え
る
現
役
世
代
の
負
担
が
重

く
な
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

識
者
の
声
に
耳
傾
け

　

授
業
で
は
話
し
合
い
の
参
考
と
し

て
識
者
の
意
見
を
紹
介
。
実
際
に
取

材
し
た
渡
辺
記
者
は
、
紙
面
掲
載
の

意
見
と
は
別
に
「
18
歳
の
君
た
ち

へ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
預
か
っ

て
き
て
い
た
。

　

岩
田
喜
美
枝
・
資
生
堂
元
副
社
長

（
68
）「
出
産
、
育
児
期
で
も
仕
事
は

辞
め
ず
、キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
ほ
し
い
」

　

池
本
美
香
・
日
本
総
研
主
任
研
究

員
（
49
）「
社
会
の
仕
組
み
に
自
分

を
当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
生
き

づ
ら
い
と
思
っ
た
ら
仕
組
み
を
変
え

よ
う
。
18
歳
選
挙
権
は
そ
の
第
一
歩
」

　

増
田
寛
也
・
元
総
務
相
（
63
）「
地

方
で
は
若
い
層
が
少
な
く
な
り
、
君

た
ち
は
期
待
さ
れ
て
い
る
」

生
徒「
授
業
で
視
野
が
広
が
っ
た
」

　

２
日
間
の
授
業
後
、
細
貝
野
乃
花

さ
ん
（
18
）
は
「
少
子
化
に
は
関
心

を
持
ち
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。
授

業
を
受
け
て
視
野
が
広
が
っ
た
」
と

話
し
た
。
同
校
の
横
山
博
文
教
頭

（
46
）
は
「
主
権
者
教
育
は
ホ
ッ
ト

な
題
材
が
な
い
と
心
に
響
か
な
い
。

取
材
を
交
え
た
話
に
新
鮮
さ
を
感

じ
、
生
徒
は
興
味
を
持
っ
て
授
業
に

臨
ん
で
い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

18歳の1票　本紙での掲載（10月のテーマ「少子化」）
  3日●「今を知る」
　　　……ルポを交え、日本の人口減少の原因を示した
10日●「背景を探る」
　　　……少子化の背景に未婚・晩婚・晩産が関わっていることを解説
17日●「予測する」
　　　……年金などの支え手となる若者が減っていく課題に触れた
24日●「話し合う」
　　　……識者の意見を紹介し、考えるヒントを提供する

「
少
子
化
」身
近
な
問
題
に

人
口
減
で
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
？

◆
出
前
授
業
は
契
機
に

　

主
権
者
教
育
の
経
験
が
豊
富
な
立

命
館
宇
治
中
高
の
杉
浦
真
理
教
諭

（
52
）
は
「
主
権
者
教
育
は
、
社
会

の
出
来
事
を
自
分
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
判
断
し
、
社
会
に
働
き
か
け
る

力
を
身
に
つ
け
る
の
が
狙
い
だ
。
多

く
の
学
校
は
経
験
が
な
く
『
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
』
と
相
談
さ
れ
る
。
選

挙
管
理
委
員
会
や
新
聞
社
な
ど
外
部

の
組
織
と
連
携
す
る
出
前
授
業
は
、

主
権
者
教
育
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

と
し
て
活
用
で
き
る
」
と
話
し
て
い

る
。

少子化の影響について話し合う生徒たち。中央右は渡辺嘉久編集委員（10月15日、聖カタリナ女子高校で）＝秋元和夫撮影

紙面を教材に、話し合う生徒たち（10月16日）

１
日
目

新聞記者の仕事って？ 記者の自己紹介

「日本の人口は何人？」
「18歳人口は？」

クイズ形式で今を知る

「高校の部活動は助っ人頼み」
「18歳の１票」の紙面を使い

取材内容を紹介

《グループワーク》
「共働き家族を疑似体験」

4、5人に分かれ、家族の１日を疑
似体験、子育ての負担を感じる

▼

２
日
目

「結婚・出産が減った」 人口減少の仕組みを解説

《グループワーク》
「生徒数200人の高校が100人に！」

少子化が学校にどう影響するか
話し合う

「日本がもし100人の村だったら？」 少子高齢化の未来を考える

「仕組みを『変える』という発想」 識者のメッセージを紹介

●「18歳の1票」～少子化編　出前授業の流れ

（この記事の本文は、読売新聞の教育面で10月31日、11月7日に掲載されました）
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リポート

イ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催
・

読
売
新
聞
社
、
後
援
・
全
国
高

等
学
校
体
育
連
盟
、
全
国
高
等

学
校
文
化
連
盟
）
で
、
福
島
県

立
郡
山
東
高
校
新
聞
部
が
制
作

し
た
「
郡
山
東
高
校
新
聞
」
が

最
優
秀
賞
・
読
売
新
聞
社
賞
に

選
ば
れ
た
。

　

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
版
見
開
き
の

大
胆
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
各
運

動
部
部
長
の
写
真
と
一
言
コ
メ

ン
ト
を
掲
載
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
臨
む
意
気
込
み
を
伝
え
る

一
方
、
４
回
に
わ
た
る
速
報
版

の
「
ひ
と
」
欄
で
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
選
手
な
ど
の
人
物
像

を
た
く
み
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
写
真
や
企
画
な

ど
で
優
れ
た
新
聞
を
作
っ
た
６

インターハイ新聞コンクール

最優秀賞受賞に喜ぶ郡山東高校新聞部の部員たち

大胆なレイアウトが高く評価された「郡山東高校新聞」

【審査員】
審査員長・中村明（読売新聞東京本社紙面審査委員長）
松井孝二（全国高等学校新聞教育研究会長）
中根淳一（神奈川県立横須賀高校教諭）
秋山哲也（読売新聞東京本社写真部長）

最優秀賞
●読売新聞社賞
　………………… 福島県立郡山東高校

優 秀 賞
●ルポルタージュ（ポカリスエット賞）
　………………… 弘学館高校（佐賀県）
●記　　事 … …… 滋賀県立彦根東高校
　………………… 崇徳高校（広島県）
●写　　真 … …… 長崎県立西陵高校
●企　　画 … …… 兵庫県立神戸鈴蘭台高校
●レイアウト … …… 向上高校（神奈川県）

奨 励 賞
◆山形県立米沢興譲館高校 ◆石川県立
金沢泉丘高校 ◆同金沢桜丘高校 ◆福井
県立美方高校 ◆山梨県立甲府第一高校 
◆静岡県立韮山高校 ◆同沼津東高校 ◆
全国高校総体奈良県高校生活動「わっ
しょい倭」 ◆島根県立出雲高校 ◆長崎県
立長崎工業高校

校
に
優
秀
賞
、
９
校
１
団
体
に

奨
励
賞
が
贈
ら
れ
た
。
今
年
は

昨
年
よ
り
５
件
多
い
32
校
１
団

体
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

選
手
支
え
る

周
辺
の
人
の
熱
気
も

　

審
査
員
長
の
中
村
明
・
読
売

新
聞
東
京
本
社
紙
面
審
査
委
員

長
は
「
各
校
の
紙
面
か
ら
は
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
部
員
だ
け
で
な
く
、
選
手

た
ち
を
支
え
る
周
辺
の
人
た
ち

の
熱
気
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
選

手
の
戦
い
ぶ
り
を
的
確
に
報
じ

る
記
事
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
写

真
な
ど
、
紙
面
づ
く
り
の
基
本

を
押
さ
え
た
本
格
的
な
新
聞
が

多
か
っ
た
」
と
講
評
し
て
い
る
。

最
優
秀
に

福
島
県
立
郡
山
東
高

32
校
１
団
体
が
応
募

　

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
や
予
選
な
ど
を
取
材
し

た
学
校
新
聞
を
顕
彰
す
る
「
第

２
回
高
校
新
聞
部
イ
ン
タ
ー
ハ
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社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
た

進
化
を
学
ぶ

　

横
浜
市
立
西
谷
中
学
校
で
11
月
10

日
、「
職
業
の
話
を
聞
く
会
」
が
開

か
れ
、
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

参
加
し
て
い
る
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
部
の
島
哲
朗
さ
ん
と
千
後
嘉
子

さ
ん
が
１
年
生
に
「『
近
く
て
便
利
』

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
を

行
っ
た
。

　

最
初
に
島
さ
ん
が
セ
ブ
ン
‐
イ
レ

ブ
ン
の
現
在
の
店
舗
数
や
米
国
か
ら

始
ま
っ
た
歴
史
な
ど
を
紹
介
。
日
本

の
１
号
店
は
１
９
７
４
年
、
東
京
都

江
東
区
で
、
朝
７
時
か
ら
夜
11
時
ま

で
の
営
業
だ
っ
た
が
、
１
年
後
に
は

24
時
間
営
業
に
な
っ
た
と
説
明
。
小

売
店
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
女
性

就
業
率
の
高
ま
り
な
ど
、
社
会
の
変

化
に
合
わ
せ
、
営
業
時
間
や
品
揃
え

を
変
え
、
商
品
の
宅
配
も
開
始
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
そ
の
後
、
５
班
に
分

か
れ
、
架
空
の
町
の
地
図
を
使
っ
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
っ

た
。
地
図
に
描
か
れ
た
工
場
地
帯
、

住
宅
地
、
海
辺
、
山
間
、
駅
前
、
大

「ことばの授業」ワークショップ
静岡大付属島田中 × 読売新聞・ACE

横
浜
市
立
西
谷
中

× 

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

出
前
授
業「
近
く
て
便
利
」
を
考
え
る

地図を広げて説明する千後さん。別の教室では読売新
聞社とNPO法人企業教育研究会による「ことばの授業」
が行われ、生徒たちは取材の仕方、メモの取り方などを
学んだ上で架空の市の駅前で発生している放置自転車
問題に関する新聞記事を書いた。

学
な
ど
様
々
な
立
地
に
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
店
の
う
ち
一
つ
を
選
ん
で
、
品
揃

え
を
考
え
、
な
ぜ
そ
の
店
を
選
び
、

そ
う
い
う
品
揃
え
に
し
た
の
か
を
各

班
が
発
表
し
た
。
５
班
す
べ
て
が
駅

前
の
店
を
選
び
、
通
勤
客
を
意
識
し

て
傘
や
新
聞
を
品
揃
え
と
し
て
挙
げ

た
班
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
千
後
さ
ん
は
「
実
際
は
、

毎
日
品
揃
え
を
考
え
て
い
ま
す
。
雨

が
降
り
そ
う
な
と
き
、
お
祭
り
の
あ

る
と
き
で
お
客
さ
ん
の
ほ
し
い
も
の

が
変
わ
る
か
ら

で
す
。
注
意
し

て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

　

授
業
を
受
け

た
服
部
凌
吾
君

（
13
）
は
「
お

客
さ
ん
の
こ
と

を
考
え
て
い
る

努
力
が
伝
わ
り

ま
し
た
」
と
話

し
て
い
た
。

国
語
科
教
員
ら

記
事
の
書
き
方
学
ぶ

　

静
岡
大
学
付
属
島
田
中
学
校
（
静

岡
県
島
田
市
）
で
11
月
６
日
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
実
社
会
・
実
生
活
で

役
立
つ
『
書
く
力
』
と
は
」
が
開
か

れ
、
講
師
の
読
売
新
聞
東
京
本
社
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
保
井
隆

之
記
者
が
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
の

書
き
方
な
ど
を
伝
え
た
。

　

講
義
は
、
読
売
新
聞
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
企
業
教
育
研
究
会
（
通
称
Ａ
Ｃ

Ｅ
、
理
事
長
＝
藤
川
大
祐
・
千
葉
大

学
教
授
）
と
取
り
組
む
出
前
授
業

「
こ
と
ば
の
授
業
」
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
県
内
の
国

語
科
の
教
員
ら
、
教
育
関
係
者
約
40

人
が
記
事
の
書
き
方
を
実
際
に
体
験

す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

　
「
こ
と
ば
の
授
業
」
は
、
記
者
が

教
員
志
望
の
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
ペ

ア
を
組
ん
で
進
行
し
、
児
童
生
徒
が

楽
し
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
構

成
に
な
っ
て
い
る
。「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
よ
う
」「
記
事
を
書
こ
う
」「
見

出
し
を
つ
け
よ
う
」
の
３
つ
の
基
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
毎
年
全
国
の

小
中
高
校
約
60
校
で
実
施
し
て
い
る
。

　

架
空
の
事
件
を
扱
っ
た
映
像
が
流

れ
、
ま
ず
保
井
記
者
が
目
撃
者
役
の

山
田
恵
李
さ
ん
（
千
葉
大
大
学
院
１

年
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ

の
場
で
記
事
を
執
筆
。

　

保
井
記
者
は
書
き
上
げ
た
原
稿

を
み
せ
、「
最
も
大
切
な
内
容
を
最

初
に
書
く
」「
そ
の
後
は
大
切
な
順

に
書
い
て
い
く
」
な
ど
、「
逆
三
角

形
の
文
章
」
を
意
識
し
て
文
を
書
く

こ
と
を
強
調
。
記
事
を
書
く
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
た
後
、
参
加
者
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
、
実
際
に
記
事
を
書
く
練
習

を
し
た
。

　
「
直
す
箇
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」

と
保
井
記
者
か
ら
花
丸
を
も
ら
っ

た
中
学
校
教
諭
の
佐
藤
陽
介
さ
ん

（
23
）
は
「
文
章
の
中
で
、
な
に
が

大
切
か
を
意
識
す
る
だ
け
で
、
文
章

が
上
手
く
書
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
。
ま
た

参
加
者
か
ら
は
「
書
く
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
た
」「
子
ど
も
た

ち
に
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け

さ
せ
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
声
も

上
が
っ
た
。

山田さん（右）とのかけ合いで「ことばの授業」のデモン
ストレーションをする保井記者
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　順天堂大学女性スポーツ研究セン
ターは10月26日、佼成学園女子中学
高等学校（東京都世田谷区）で「女性
アスリートのコンディショニング」「女
性スポーツリーダーシップ」をテーマ
にした出前授業を行った。2014年全
国高校総体で27年ぶり2度目の優勝
を達成したハンドボール部のほか、バ
スケットボール部とバレーボール部に
所属する中高生、監督ら約70人が専
門家の講義に耳を傾けた。

　

第
２
部
で
は
小
笠
原
悦
子
セ
ン

タ
ー
長
が
登
場
し
た
。

　

小
笠
原
さ
ん
の
講
義
は
、
女
性
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
の

説
明
か
ら
始
ま
る
。

　
「
既
に
国
際
競
技
団
体
の
女
性
役

員
比
率
は
２
割
近
く
に
達
し
、
昨

年
、
世
界
女
性
ス
ポ
ー
ツ
会
議
は

『
4
割
』
と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し

ま
し
た
」。
世
界
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
動
き
だ
し
て
い
る
と
話
し
た
後
、

一
拍
お
い
て
「
日
本
は
ど
う
か
と
い

う
と
５
％
程
度
。
こ
れ
が
現
実
で

す
」。

失
敗
恐
れ
ず
、よ
い
チ
ー
ム
作
り

　

何
と
か
現
状
を
打
破
し
た
い
、
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
一
人
で
も
多
く
育
成

し
た
い
。
そ
の
思
い
に
か
ら
れ
、
今

夏
、
日
本
初
の
女
性
コ
ー
チ
ア
カ
デ

ミ
ー
を
企
画
し
、
元
五
輪
メ
ダ
リ
ス

ト
ら
32
人
が
２
泊
３
日
の
勉
強
会
に

参
加
し
た
こ
と
を
紹
介
。
そ
の
勉
強

会
で
実
践
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
理
論
を

披
露
し
た
う
え
で
、「
よ
い
チ
ー
ム

を
作
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」

と
生
徒
た
ち
に
投
げ
か
け
た
。

　
「
成
果
が
あ
が
る
ム
ー
ド
を
作
る

こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
最
大
限
に
活
か
せ

る
価
値
観
を
育
む
こ

と
。
失
敗
を
恐
れ
る
カ

ル
チ
ャ
ー
を
作
っ
て

は
決
し
て
勝
て
ま
せ

ん
」。
小
笠
原
流
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
伝
授
し

て
い
く
。

大
切
な
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

夢
を
視
覚
化
す
る
大

切
さ
も
説
い
た
。

　

中
学
時
代
か
ら
五
輪

の
競
泳
コ
ー
チ
を
目
指

し
て
き
た
自
ら
の
体
験

女性アスリートの心得を指南

　

若
い
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
は
太
る
こ

と
を
気
に
せ
ず
、
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
摂
取
す
る
こ
と
。
怠
る
と

…
…
無
月
経
や
疲
労
骨
折
な
ど
女
性

特
有
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
な
り
ま
す

─
。
講
師
役
の
鯉
川
な
つ
え
副

セ
ン
タ
ー
長
が
生
徒
た
ち
に
伝
え
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　

鯉
川
さ
ん
は
１
９
９
３
年
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
学
生
日
本
新
記
録
を

マ
ー
ク
、
２
大
会
連
続
で
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
代
表
に
な
っ
た
長
距
離
ラ

ン
ナ
ー
。
実
業
団
を
経
て
、
現
在
は

母
校
の
順
天
堂
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
部
先
任
准
教
授
、
陸
上
競
技

部
女
子
監
督
と
し
て
最
新
の
研
究
に

基
づ
き
学
生
を
指
導
し
て
い
る
。

　

授
業
で
は
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
自
ら
の

体
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
、

月
経
を
司
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き

や
、
な
ぜ
女
性
が
じ
ん
帯
を
損
傷
し

や
す
い
か
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て

見
せ
た
。

　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
も
あ
っ
た

専
門
家
の
指
摘
に
、
生
徒
た
ち
は
身

を
乗
り
出
し
た
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
Ｕ

－

18
（
18
歳
以
下
）
日
本
代
表

が
複
数
い
る
強
豪
で
、
監
督
や
コ
ー

チ
、
理
学
療
法
士
ら
が
選
手
た
ち
を

手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
だ
が
、
激

し
い
ボ
デ
ィ
コ
ン
タ
ン
ク
ト
や
１
キ

ロ
以
上
も
や
せ
る
と
い
う
激
し
い
練

習
で
、
ケ
ガ
や
月
経
異
常
に
悩
む
生

徒
が
少
な
く
な
い
。

　

そ
ん
な
彼
女
た
ち
に
鯉
川
さ
ん
が

提
示
し
た
の
は
、
２
０
０
７
年
に

ア
メ
リ
カ
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
が
発

表
し
た
「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
陥

り
や
す
い
３
つ
の
障
害
」（
Ｆ
Ａ
Ｔ

=Fem
ale A

thlete T
riad

）
だ
。

　

３
障
害
と
は
、
①
利
用
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
不
足
、
②
視
床
下
部
性
無

ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予
防
は
食
べ
る
こ
と
！

夢
を
た
ぐ
り
よ
せ
よ
う 

熱
い
エ
ー
ル

を
語
り
、「
20
年
間
、
競
泳
の
全
米

女
子
学
生
選
手
権
決
勝
を
見
学
し

て
、
優
勝
選
手
と
プ
ー
ル
に
飛
び
込

む
コ
ー
チ
の
姿
を
ま
ぶ
た
に
焼
き
つ

け
た
。
い
つ
か
私
も
と
い
う
夢
は
、

ソ
ウ
ル
五
輪
で
か
な
い
ま
し
た
」
と

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
大
切
さ

を
訴
え
る
。

　
「
す
ご
い
ね
」
と
ざ
わ
つ
く
生
徒

た
ち
に
、「
テ
キ
サ
ス
大
学
で
短
期

イ
ン
タ
ー
ン
中
に
素
晴
ら
し
い
女
性

と
出
会
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
私

は
米
国
で
博
士
号
を
取
っ
た
。
み
な

さ
ん
に
も
必
ず
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
い

る
。
そ
の
人
を
見
つ
け
、
追
い
続
け

て
く
だ
さ
い
。
た
ぐ
り
よ
せ
れ
ば
夢

月
経
、
③
骨
粗
し
ょ
う
症
の
こ
と
。

利
用
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と

は
、
身
体
機
能
が
正
常
に
働
く
余
裕

が
な
い
状
態
を
さ
し
、
鯉
川
さ
ん
は

「
こ
の
状
態
が
続
く
と
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
が
抑
制
さ

れ
、
無
月
経
、
骨
量
低
下
に
よ
る
疲

労
骨
折
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
３
症

状
の
相
関
関
係
を
解
説
し
た
。

練
習
が
き
つ
か
っ
た
日
は
…
…

　

予
防
方
法
は
シ
ン
プ
ル
、
し
っ
か

り
食
べ
る
こ
と
だ
。
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
摂
取
す
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｔ
に
な
ら

な
い
こ
と
を
数
式
で
示
し
、
自
ら
の

体
験
を
交
え
な
が
ら
「
練
習
が
き
つ

か
っ
た
と
感
じ
た
日
は
運
動
終
了

か
ら
45
分
以
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

チ
ャ
ー
ジ
」「
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取

す
る
な
ど
、
ア
ス
リ
ー
ト
思
考
の
食

習
慣
を
心
が
け
よ
う
」。
次
々
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
っ
た
。

第
１
部

第
２
部

佼成学園女子中高 × 順天堂大女性スポーツ研究センター

鯉川さん（右）の問いかけに
手をあげる生徒たち

身振り手振り、熱く語る小笠原さん

出前授業後、体育館で練習するハンドボール部員たち。将来、海外でプ
レーすることを目指す生徒もいる

◆バスケットボール部・砂川亜紀さん
「小さな目標を足がかりに、夢に近づこうという話が勉強になっ
た。弱い自分に勝つことから私は始めたい」

◆バレーボール部・足立沙菜さん
「自分のことで精一杯という状況が多いが、仲間をもっと理解し
ないといけないと思った」

石川浩和 ハンドボール部監督

「思春期の女の子には体重を増やすことへの葛藤があるが、今回、
専門家から指摘されて食事の大切さが分かったのではないか。
スポーツに打ち込みながら自立した女性を目指すことの意味を
教えてくれたのも大きな収穫です」

は
近
づ
い
て
き
ま
す
」。
熱
い
エ
ー

ル
で
授
業
を
締
め
く
く
っ
た
。

相
次
ぐ
質
問

目
指
せD

ual C
areer

　

全
授
業
が
終
わ
る
と
生
徒
た
ち
か

ら
質
問
や
相
談
が
相
次
い
だ
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
の
大
切
さ
が

分
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
練
習
後
、

お
腹
が
す
き
ま
せ
ん
…
…
」。
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
Ｇ
Ｋ
の
鈴
木
梨
美
さ
ん

が
悩
み
を
明
か
す
と
、
鯉
川
さ
ん
は

「
食
べ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

は
残
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
ど
う
し

て
も
体
が
受
け
つ
け
な
い
場
合
は
牛

乳
。
豪
州
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ミ
ル

ク
を
飲
み
ま
す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

同
部
前
主
将
の
初
見
実
椰
子
さ
ん

が
「
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め

に
、
高
校
生
の
私
た
ち
が
今
で
き
る

こ
と
は
な
ん
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、

小
笠
原
さ
ん
は
「
英
語
を
勉
強
し
て

ほ
し
い
」
と
注
文
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
英
語
を
駆
使
で
き
れ
ば
情
報
量

が
一
気
に
増
え
る
た
め
で
、「
学
力

の
基
礎
が
で
き
て
い
れ
ば
必
要
な
と

き
に
ス
パ
ー
ト
で
き
る
。
文
武
両
道

のD
ual Career

を
目
指
せ
ば
、
自

ら
将
来
を
選
べ
る
人
生
が
待
っ
て
い

ま
す
」。
最
後
ま
で
熱
く
語
っ
た
2

人
に
大
き
な
拍
手
が
わ
き
お
こ
っ
た
。

のリスク！
30 を切るとカロリー不足

食事から得ら
れるカロリー

運動で消費
するカロリー

30
100％

体脂肪％除脂肪
体重 体重 kg ×  １－

女性アスリートが陥りやすい
3つの障害

Ｆ ｅｍａｌｅ  Ａ ｔｈｌｅｔｅ  Ｔ ｒｉａｄ

利用可能
エネルギー

不足

視床下部性
無月経 骨粗しょう症

出前授業
後も練習！
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第12回海外プロジェクト探検隊参加者
渡辺　啓介 君　（都立日比谷高校２年）
田辺　雄斗 君　（桐蔭学園中等教育学校５年）
太田　直希 君　（宮城県仙台第二高校２年）
酒井恵理香 さん （渋谷教育学園渋谷高校２年）
佐藤　千夏 さん （宮城県気仙沼高校２年）
川内　彩可 さん （都立戸山高校２年）

　高校生を海外へ派遣し、ビジネス現場視察や現地の人た
ちとの交流を通じて体験したことを読売新聞紙上などで発信
する「海外プロジェクト探検隊」（主催・読売新聞社、特別
協賛・三菱商事、後援・気仙沼市、インドネシア共和国大使
館、協力・気仙沼信用金庫）が今夏、実施された。第12回
目となる今回は、インドネシア・ジャカルタのプロジェクト
現場訪問に加え、東日本大震災の被災地を巡る二つのツアー
が組まれた。東京、神奈川、宮城の1都2県から6人が参加し、
アジアの発展と被災地復興を共に考え合った。

被災地復興に思い寄せ

海外ビジネス最前線を取材

第12回
海外プロジェクト

探検隊

小
泉
氏「
次
に
自
分
が

何
を
す
る
か
を
考
え
て
」

　

被
災
地
で
感
じ
た
思
い
を
政
治
家

と
共
有
し
た
い
と
、
高
校
生
は
９

月
、
復
興
庁
に
小
泉
進
次
郎
・
復
興

大
臣
政
務
官
（
当
時
）
を
訪
ね
た
。

震
災
の
風
化
が
一
番
の
懸
念
だ
っ
た
。

　

小
泉
氏
は
「
風
化
は
避
け
ら
れ
な

い
。
嘆
く
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の

人
が
被
災
者
と
交
流
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
」
と
話
し
た
。
そ
の
上
で
「
被

災
地
訪
問
を
し
た
皆
さ
ん
は
、
次
の

行
動
を
考
え
て
。
自
分
が
、
自
分
の

街
が
被
災
し
た
時
、
次
に
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
時
、
何
を
す
る
か
考

え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

降
幡
氏
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
加

え
、
地
方
語
の
ス
ン
ダ
語
の
研
究
者

で
も
あ
る
。「
多
言
語
・
多
文
化
に

触
れ
る
こ
と
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

講
義
し
た
。

　

自
身
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
経
験

を
話
し
な
が
ら
、
異
な
る
国
の
文
化

と
触
れ
合
う
意
義
、
多
く
の
文
化
と

の
交
流
に
よ
っ
て
多
角
的
な
思
考
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
自
己
を
再
認

識
で
き
る
こ
と
な
ど
を
説
い
た
。

被
災
の
教
訓
を
伝
え
る
意
義

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
ツ
ア
ー
に
先
立
つ
、

７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
、
高
校
生

た
ち
は
東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１

年
３
月
11
日
）
に
よ
る
津
波
で
壊
滅

状
態
と
な
っ
た
被
災
地
を
語
り
部
ガ

イ
ド
と
と
も
に
バ
ス
で
巡
っ
た
。
宮

城
県
名
取
市
の
閖ゆ

り

上あ
げ

地
区
、
同
県
気

仙
沼
市
、
南
三
陸
町
な
ど
、
津
波
直

撃
の
傷
痕
が
生
々
し
い
現
場
に
声
を

失
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

　

南
三
陸
町
で
は
、
同
世
代
の
生
徒

を
含
む
大
勢
が
亡
く
な
っ
た
学
校
の

校
舎
な
ど
を
回
っ
た
。
43
人
の
町
職

員
ら
が
亡
く
な
っ
た
南
三
陸
町
の

「
防
災
対
策
庁
舎
」
は
、
赤
い
鉄
骨

が
む
き
出
し
と
な
っ
た
無
残
な
姿
を

さ
ら
し
て
い
た
。
最
後
の
最
後
ま
で

住
民
に
防
災
無
線
で
津
波
襲
来
と
避

難
を
呼
び
か
け
て
い
た
女
性
職
員
が

犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
聞
か
さ

れ
た
。
被
災
者
、
犠
牲
者
の
恐
怖
や

悲
し
み
を
思
い
、
み
ん
な
で
手
を
合

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
感
じ
た

日
本
の
細
や
か
さ

　

８
月
25
～
29
日
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
ツ

ア
ー
で
は
、
三
菱
商
事
が
出
資
す
る

自
動
車
関
連
企
業
を
中
心
に
巡
っ

た
。
三
菱
自
動
車
や
三
菱
ふ
そ
う
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
を
生
産
す
る
「
Ｋ
Ｒ

Ｍ
」
社
、
部
品
製
造
の
「
Ｍ
Ｋ
Ｍ
」

社
、
完
成
車
の
販
売
、
輸
入
を
担
う

「
Ｋ
Ｔ
Ｂ
」
社
な
ど
。

　

三
菱
商
事
は
戦
後
、
日
本
企
業
で

は
初
め
て
現
地
に
自
動
車
工
場
を

な
陽
気
さ
と
対
人
関
係
で
の
積
極
性

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
深
み
の
あ
る
人
間
に
な
れ
る
と

思
っ
た
」
と
話
し
た
。

降
幡
准
教
授「
異
文
化
と

触
れ
合
い
、多
角
的
思
考
を
」

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
ツ
ア
ー
中
、
東
京
外

国
語
大
学
の
降
幡
正
志
准
教
授
が
読

売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
初
と
な
る
海

外
で
の
出
前
授
業
を
実
施
、
探
検
隊

の
高
校
生
が
受
講
し
た
。

日本人職員の説明を聞きながら、ＭＫＭ社工場を見学する高校生ジャカルタで行われた海外初の出前授業

津波被害を受けた南三陸町の防災対策庁舎前で、地元ガイドの話に聞き入る高校生

高校生との意見交換に臨んだ小泉進次郎氏（右）

も
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。
前
奏
が
流

れ
た
途
端
、
大
学
生
か
ら
大
歓
声
が

上
が
り
、
大
合
唱
と
な
っ
た
。

　
「
日
本
語
で
話
し
か
け
て
も
ら
え

て
感
激
し
た
。
い
ろ
ん
な
国
の
人
と

そ
の
国
の
言
葉
で
交
流
で
き
る
よ
う

に
勉
強
し
て
い
き
た
い
」
と
川
内
彩

可
さ
ん
。

　

太
田
直
希
君
は
「
日
本
人
は
つ
つ

ま
し
さ
ゆ
え
に
、
国
際
社
会
に
お
い

て
損
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と

考
え
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
よ
う

わ
せ
た
。

　

高
校
生
は
み
ん
な
東
日
本
大
震
災

当
時
、
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た
。
激

し
い
揺
れ
を
経
験
し
た
宮
城
県
か
ら

参
加
し
た
２
人
も
含
め
、
津
波
が
直

撃
し
た
沿
岸
部
に
入
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
。
佐
藤
千
夏
さ
ん
は
「
ど
こ

で
地
震
が
起
き
て
も
『
死
者
ゼ
ロ
』

と
な
る
よ
う
、
被
災
体
験
の
あ
る
私

た
ち
が
教
訓
を
伝
え
な
け
れ
ば
」
と

誓
い
を
立
て
た
。

　

田
辺
雄
斗
君
は
「
こ
の
悲
惨
な
記

憶
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
自

分
の
見
た
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え

る
使
命
を
背
負
わ
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

作
っ
た
。
現
在
は
、
部
品
製
造
か
ら

組
み
立
て
、
販
売
、
金
融
ま
で
、「
バ

リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る

幅
広
い
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で
、
ト
ラ
ッ

ク
分
野
で
は
市
場
占
有
率
ト
ッ
プ
を

誇
る
。「
乗
用
車
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
新
た
な
工
場

建
設
も
進
め
て
い
る
」
と
聞
か
さ
れ
、

高
校
生
た
ち
は
日
本
車
の
人
気
ぶ
り

に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

酒
井
恵
理
香
さ
ん
は
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
民
が
ど
ん
ど
ん
豊
か
に
な
っ

て
い
る
今
、
電
気
自
動
車
を
生
産
す

れ
ば
、
高
く
て
も
売
れ
る
の
で
は
」

と
分
析
し
て
見
せ
た
。

　

渡
辺
啓
介
君
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

に
日
本
的
な
細
や
か
さ
を
感
じ
た
。

信
頼
を
い
ち
早
く
勝
ち
得
た
こ
と
が

成
功
の
理
由
で
す
ね
」
と
感
想
を
話

し
た
。

現
地
の
言
葉
で
話
す

大
切
さ
知
る

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
、
現
地
の
大
学

生
と
の
交
流
も
行
っ
た
。
高
校
生
た

ち
は
日
本
語
を
学
ぶ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
学
生
で
作
る
日
本
語
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
劇
団
「
ｅ
ｎ
」
塾
を
訪
問
。
日
本

で
の
公
演
経
験
も
あ
る
プ
ロ
レ
ベ
ル

の
寸
劇
を
上
演
し
て
く
れ
た
ほ
か
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
祈
っ
て
作

ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
「
桜
よ
」

も
歌
っ
て
く
れ
た
。

　

高
校
生
た
ち
は
２
週
間
か
け
て
練

習
し
た
五
輪
真
弓
さ
ん
の
「
心
の

友
」
を
披
露
し
た
。
こ
の
曲
は

１
９
８
０
年
代
半
ば
に
ラ
ジ
オ
で
流

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
火
が
つ
き
、

日
本
語
曲
で
あ
り
な
が
ら
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
も
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
現
在
も

歌
い
継
が
れ
、「
第
二
の
国
歌
」
と

JAPAN

INDONESIA

高
校
生 

東
北
の
被
災
地
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
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学校×企業学校×企業

東レ
これまで漠然と食品加工会社で働きたい、
と思っていたが、中空糸膜で水に困ってい
る人を助けられる、炭素繊維で地球環境問
題解決のきっかけにできると学んだ。そう
いう視点を持ったことがなかったので、自
分の職業を選ぶ際の参考にしたい。
� （鈴木優さん）

JTB
鎌倉のことにも触れて、わかり
やすく面白かった。１年の時の
総合学習『鎌倉の未来を考える』
にもつながる話だった。エピソー
ドが楽しかった。�（山本悠月君）

三菱UFJ 
フィナンシャル・グループ
あいさつの仕方やマナーって、大切
なんだと分かった。お辞儀の角度も
教えてもらえて良かった。社会に出
てから役立ちそう。� （福嶋聖君）

大和証券�
株に興味があったのでこ
の授業を受けました。難
しいところもあったが、
知らないことを教えても
らった。新聞も読んでみ
ようと思った。
� （松岡直志君）

生

徒

の

声

絵の具で色をつけた水をろ紙でこす（左手前が東レの森山さん）

時刻表で列車の時刻を調べ、提案する列車
を探す（奥はＪＴＢの益山賢太さん）

新聞の商況面を見せて説明する大和証券の横山さん

４
企
業
が一
斉
出
前
授
業

　神奈川県鎌倉市立大船中学校で10月22日、3
年生を対象にした出前授業が行われた。読売教育
ネットワークに参加している4企業による授業は
2時間、90分にわたるもので生徒らは自分で受
けたい授業を選んで臨んだ。4企業は、社会的な
役割などそれぞれの特色を生かしながら中学生に
向けてキャリア教育を行った。

　

今
春
の
修
学
旅
行
を
大
船
中

学
校
側
と
企
画
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ

は
、
法
人
営
業
横
須
賀
支
店
長

の
益
山
賢
太
さ
ん
（
48
）
が
、

「
形
に
は
残
ら
な
い
が
、
心
に

残
る
仕
事
の
魅
力
」「
海
外
の

人
と
の
触
れ
合
い
の
意
味
」
に

つ
い
て
考
え
る
授
業
を
行
っ
た
。

　

１
時
限
目
は
、
益
山
さ
ん

は
、
１
９
９
１
年
に
入
社
し
て

か
ら
の
経
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

織
り
込
み
な
が
ら
、「
人
が
動

く
こ
と
で
文
化
が
生
ま
れ
る
。

そ
の
交
流
を
促
進
し
た
い
」
と

ア
ピ
ー
ル
。

　

中
で
も
、
生
徒
の
心
を
捉

え
た
の
は
、「
山
形
・
最
上

三
十
三
観
音
霊
場
巡
礼
」
ツ

ア
ー
を
巡
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。〝
最

後
の
旅
行
”
を
覚
悟
し
て
参
加

大和証券

「会社の成り立ちを考える」

ＪＴＢ

「心に残る仕事の魅力」

札勘の方法の手本を見せる三菱ＵＦＪの中野さん（左）

行
、
家
庭
、
企
業
の
関
わ
り
に

触
れ
な
が
ら
、
銀
行
を
取
り
巻

く
お
金
の
流
れ
に
つ
い
て
図
を

使
っ
て
説
明
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
時

間
も
設
け
ら
れ
た
。
入
社
直
後

に
行
員
た
ち
が
徹
底
的
に
叩
き

込
ま
れ
る
名
刺
交
換
と
お
辞
儀

の
仕
方
な
ど
を
、
生
徒
同
士
ペ

ア
を
組
ん
で
実
習
し
た
。
あ
い

さ
つ
の
仕
方
の
練
習
で
は
、
講

師
か
ら
「
明
る
く
元
気
に
。
あ

ご
を
引
い
て
背
筋
を
し
っ
か
り

伸
ば
し
て
胸
を
張
っ
て
」
と
実

践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
飛
ん
だ
。

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
は
、
33
人
に
銀

行
の
役
割
や
仕
組
み
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
を
教
え
た
。
講

師
を
務
め
た
の
は
、
同
社
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
企
画
グ
ル
ー
プ
の
五

味
俊
哉
、
中
野
芙
蓉
、
乙
村
慶

さ
ん
の
３
人
。

　

銀
行
の
業
務
は
中
学
生
に
は

縁
遠
い
が
、
講
師
は
「
入
学
・

進
学
」「
結
婚
」「
マ
イ
ホ
ー
ム

購
入
」
な
ど
、
人
生
の
節
目
ご

と
に
銀
行
を
利
用
す
る
機
会
が

出
て
く
る
こ
と
を
紹
介
。
銀

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

「お金の流れ、マナーの大切さ」 

　

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社
広

報
部
の
横
山
正
浩
部
長
は
、
会

社
や
株
式
に
つ
い
て
の
授
業
を

行
っ
た
。「
会
社
っ
て
何
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
を
考
え
よ
う
」

と
生
徒
を
６
、７
人
の
班
に
分

け
て
そ
れ
ぞ
れ
知
っ
て
い
る
会

社
名
と
業
種
、
そ
の
会
社
は
ど

う
い
う
形
で
社
会
に
役
立
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討

議
さ
せ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
後
、

東レ

「地球環境問題と向き合う先端材料」

鎌
倉
市
立
大
船
中

　
「
先
端
材
料
と
地
球
環
境
問

題
と
の
か
か
わ
り
～
素
材
が
社

会
を
変
え
る
～
」
と
題
し
た
授

業
を
行
っ
た
の
は
東
レ
医
薬
研

究
所
（
鎌
倉
市
）
の
森
山
正
樹

研
究
員
。
３
年
生
38
人
の
生
徒

が
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　

森
山
さ
ん
は
、
エ
ア
コ
ン
、

車
、
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ホ
、
洋
服

な
ど
様
々
な
製
品
に
東
レ
の

作
っ
た
素
材
が
使
わ
れ
て
い

る
、
と
説
明
。
そ
の
例
と
し

て
、
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
を
挙
げ
た
。

　

地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
材

料
と
し
て
取
り
あ
げ
た
の
が

「
水
」。
水
が
い
か
に
貴
重
か
を

説
明
し
た
後
、
汚
れ
た
水
の
浄

化
に
使
う
先
端
材
料
「
中
空
糸

膜
」
で
実
験
を
行
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
各
テ
ー
ブ

ル
に
は
絵
の
具
で
色
の
付
い
た

色
水
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
ろ
紙
で
こ
し
て
も
水
の
色
は

消
え
な
い
が
、
中
空
糸
膜
で
ろ

過
す
る
と
透
明
な
水
に
な
る
。

一
方
、
中
空
糸
膜
で
も
、
塩
水

は
ろ
過
で
き
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
物
質
の
粒
子
の
大
き
さ
の

横
山
さ
ん
は
、「
会
社
は
物
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
社
会
の

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
会
社
は

賃
金
を
払
う
こ
と
で
雇
わ
れ
た

人
た
ち
が
生
活
で
き
る
。
会
社

が
儲
け
る
こ
と
で
賃
金
や
税
金

を
払
っ
て
学
校
な
ど
公
共
施
設

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
付

け
加
え
た
。

　

横
山
さ
ん
は
ま
た
、
会
社
の

成
り
立
ち
を
資
金
の
点
か
ら
説

明
、
事
業
拡
大
を
す
る
際
に
自

己
資
金
だ
け
で
は
足
り
な
く

な
っ
た
場
合
に
株
式
に
よ
る
資

金
集
め
が
出
来
る
仕
組
み
に
つ

い
て
歴
史
を
交
え
て
解
説
し
、

新
聞
の
株
式
欄
を
手
に
株
を
や

り
と
り
す
る
必
要
が
出
て
き
た

こ
と
か
ら
証
券
会
社
の
役
割
に

つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

株
価
の
変
動
を
考
え
る

　

株
の
値
段
、
株
価
が
、
株
を

発
行
す
る
会
社
の
将
来
の
利
益

が
ど
う
な
る
か
に
よ
っ
て
変
わ

る
こ
と
を
説
明
。
最
近
の
読
売

新
聞
の
同
じ
日
の
経
済
記
事
を

元
に
自
動
車
関
連
の
あ
る
企
業

の
株
価
が
ど
う
な
る
か
、
生
徒

に
考
え
さ
せ
た
。

　

生
徒
か
ら
出
た
意
見
を
踏
ま

え
、
横
山
さ
ん
は
「
正
解
は

あ
り
ま
せ
ん
。
記
事
を
読
む
と

景
気
は
良
く
な
い
。
燃
料
電
池

車
は
3
万
台
の
目
標
は
ま
だ
低

い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
流
れ
は
世
界
的

な
も
の
で
あ
り
将
来
的
に
は
Ｃ

Ｏ
２
を
出
す
車
は
売
っ
て
は
い

け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

時
に
備
え
て
い
る
企
業
を
ど
う

見
る
か
で
す
」と
締
め
く
く
っ
た
。

違
い
に
よ
っ
て
ろ
過
で
き
る
も

の
と
出
来
な
い
も
の
が
あ
る
こ

と
を
学
ん
だ
。

さ
ら
に
塩
水
に
含
ま
れ
る
塩
の

粒
子
は
、「
逆
浸
透
膜
」
と
い

う
隙
間
の
大
き
さ
が
１
ミ
リ
の

１
０
０
万
分
の
１
の
先
端
材
料

を
使
え
ば
海
水
を
淡
水
化
で
き

る
、
と
説
明
、
実
際
に
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
や
沖
縄
県
北
谷
町
の

淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
で
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

し
た
老
夫
婦
に
、
２
人
だ
け
の

部
屋
を
急
き
ょ
確
保
す
る
な

ど
、
サ
ポ
ー
ト
に
心
を
砕
い
た

が
、
旅
行
後
ま
も
な
く
夫
は
亡

く
な
る
。「『
観
音
さ
ま
に
祈
り

た
い
』
と
い
う
夫
の
願
い
も
か

な
い
、
２
人
で
ゆ
っ
く
り
話
す

機
会
も
取
れ
た
の
は
新
婚
旅
行

以
来
の
こ
と
。
一
生
の
思
い
出

に
な
っ
た
」
と
い
う
妻
の
感
謝

の
言
葉
に
号
泣
し
た
。
そ
こ
に

仕
事
の
や
り
が
い
を
見
つ
け
た

―
と
い
う
内
容
に
、
教
室
は

し
ん
と
し
た
雰
囲
気
に
な
っ
た
。

旅
行
プ
ラ
ン
を
提
案

　

２
時
限
目
。
生
徒
た
ち
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
京
都
に

11
時
30
分
ご
ろ
に
着
く
新
幹
線

の
切
符
が
ほ
し
い
」
と
い
う
客

の
申
し
込
み
に
、
時
刻
表
を
使

い
、
最
適
な
列
車
の
切
符
を
手

配
す
る
と
い
う
実
習
に
臨
ん
だ

ほ
か
、
同
中
の
地
元
・
鎌
倉

に
、
海
外
か
ら
観
光
客
を
も
っ

と
呼
び
込
む
た
め
何
を
改
善
し

た
ら
い
い
か
、
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
っ
た
。

　

益
山
さ
ん
は
「
２
０
２
０
年

に
は
東
京
五
輪
も
あ
る
。
海
外

の
人
と
触
れ
合
っ
て
ほ
し
い
。

相
手
を
知
ら
な
い
と
、
友
だ
ち

に
は
な
れ
な
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
っ
て
、
授
業
を
終

え
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に

貢
献
す
る
炭
素
繊
維

　

最
後
に
、
森
山
さ
ん
は
、
自

分
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
①
夢

を
持
ち
続
け
よ
う
、
②
不
思
議

に
思
う
気
持
ち
を
大
事
に
し
よ

う
、
③
好
き
な
こ
と
や
得
意
な

こ
と
を
見
つ
け
よ
う
、
④
み
ん

な
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ

う
、
⑤
思
い
き
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う

―
の
５
つ
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
た
。

（各授業の詳細は、教育ネットワークのウェブで紹介しています）
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気になる新聞記事を切り取って持ち寄り、わいわいがやがや。
自由に意見を出し合って取捨選択して、オリジナル新聞を再編集する。
それを皆で読んで楽しむ――。活力ある街づくりを目指す大阪の元放送作家・
むつさとしさんが「住民コミュニケーションのきっかけに」と始めた
「まわしよみ新聞」の活動の輪が静かに広がっている。
まわしよみ新聞はどのように進めるのか、紹介しよう。

まわしよみ新聞
読んで　語って　学ぶ

紙
面
の
作
り
方
に
も

個
性
が
キ
ラ
リ
！

見
や
す
さ
や
着
眼
点
の
良

さ
な
ど
を
相
互
評
価
。

そ
れ
ら
を
回
し
読
み
し
、
編
集
上
の

力
点
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
す
る
。

意
見
交
換
の
末
で
き
た
の
は
、「
う
さ
ち
ゃ
ん
新
聞
」

「
け
ん
こ
う
新
聞
」「
趣
味
新
聞
」
な
ど
の
題
字
が
踊
る
6
紙
。

選
ん
だ
記
事
を
切
り
抜
い
て
…

新
聞
を
挟
ん
で

熱
い
議
論
が

始
ま
る
。

教
室
は
次
第
に

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
。

ま
ず
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

７
紙
に
目
を
通
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ

記
事
を
グ
ル
ー
プ
内
で

順
番
に
論
評
す
る
こ
と

か
ら
始
め
る
の
が
、

「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

の
お
作
法
。

そ
れ
ぞ
れ
の
「
ま
わ
し

よ
み
新
聞
」
を
作
る

新聞により、こんなに
記事の書き方が違うなんて驚き。
いつか教壇で新聞を読む楽しさを

伝えたいです。
文学部4年　古賀真さん（22）

こ
の
日
、
強
く
訴
え
か
け
た
の
は

日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と

組
閣
の
2
大
ニ
ュ
ー
ス
。

10
月
７
日
、
木
立
に
包
ま
れ
た

武
蔵
野
大
学
（
東
京
都
西
東
京
市
）
で
、

教
員
志
望
の
学
生
ら
36
人
が
受
講
す
る

貝
塚
茂
樹
教
授
（
51
）
の
授
業

「
教
職
実
践
演
習
」
の
中
で

「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
が
行
わ
れ
た
。

今後の影響を
考えたら「TPP（環太平洋

経済連携協定）の大筋合意」
の方が大事なのでは… 

いや、読者が
そう思うかな？

僕たちは
「みらい新聞」です！

他に気になる
記事は？

見出しをつける
のは難しい～

僕らの新聞が
NO.1！！

記事の書き方も
新聞によって
違うんだね

タイトルをつけて
完成！

「
優
秀
紙
」
を
決
め
て

全
員
拍
手
で

お
開
き
と
な
っ
た
。

授
業
の
最
初
と
最
後
で
は

学
生
の
表
情
が
全
く
違
い
ま
し
た
。

新
聞
を
媒
介
に
意
見
を
ぶ
つ
け

合
え
る
面
白
さ
が

「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

の
広
が
り
を
支
え

て
い
る
ん
で
す
ね
！

❶各紙に目を通し、記事を選ぶ

❷選んだ記事について討論

突
出
し
た
２
つ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に

粛
々
と
編
集
は

進
み
そ
う
だ
っ
た
が

…
…

授
業
を
終
え
て
…

❸グループごとに「新聞」制作

❹発表＆相互評価

レイアウトも
考えよう

未来の教員に
社会を見る目を
鍛えてほしいです

貝塚教授

ふだんはネットでニュースを
チェックするだけ。こうして丁寧に
読む時間はいいですね。
看護学部4年・北条恵さん（22）

仲間に『これって何』と尋ねられて
語れる楽しさが、学ぶ意欲に
つながるはずと期待しています。
自分の授業の参考にしたいです。
東京純真女子大学・間中和歌江准教授

リポート・松本美奈　　写真・秋元和夫
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学
校
や
地
域
で
の
優
れ
た
教
育
実
践
を
顕
彰
す
る
「
第
64
回
読
売
教
育

賞
」
は
、
全
国
か
ら
13
部
門
に
１
１
４
件
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
は

８
部
門
で
９
件
（
地
域
社
会
教
育
活
動
部
門
は
２
件
）、
優
秀
賞
は
12
部
門

で
13
件
が
選
ば
れ
た
。
地
域
社
会
教
育
活
動
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
千
葉
県
立
成
田
西
陵
高
校
の
清
水
敏
夫
教
諭
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

第
64
回 

読
売
教
育
賞
決
ま
る

最優秀賞に８部門９件

優
れ
た
教
育
実
践
を
顕
彰

　

千
葉
県
立
成
田
西
陵
高
校
の
清
水

教
諭
は
、
同
校
内
に
生
徒
が
管
理
運

営
す
る
「
昆
虫
館
」「
蝶ち

ょ
う
の
生
態
館
」

「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」
を
開
園
し
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
「
生
徒
に
身
近
な
生
き
物
の
知
識

や
、
他
人
と
関
わ
る
力
が
足
り
な
い

と
感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
」。

る
世
代
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
力
が
低
い
の
も
気
に
な
っ
て
い
た
。

　

清
水
教
諭
は
成
田
西
陵
高
に
赴
任

し
た
２
０
０
５
年
、
身
近
な
生
物
を

研
究
し
、
地
域
と
積
極
的
に
交
流
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
地
域
生
物

研
究
部
」
を
設
立
。
２
０
０
８
年
ま

で
に
、
実
践
の
場
と
し
て
３
施
設
を

開
園
し
た
。

生
徒
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上

　

一
般
の
見
学
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
生
徒
た
ち
は
案
内
や
説
明
役
を

前
任
校
で
の
出
来
事
だ
。
実
習
作
業

中
、
生
徒
が
肉
食
で
噛
み
付
く
こ
と

も
あ
る
ム
カ
デ
を
素
手
で
つ
か
も
う

と
し
て
驚
い
た
。

　

慌
て
て
注
意
し
た
が
、「
ム
カ
デ

を
初
め
て
見
た
」
と
言
わ
れ
て
さ
ら

に
仰
天
。
祭
り
な
ど
地
域
の
行
事
が

減
っ
た
た
め
か
、
生
徒
た
ち
が
異
な

最優秀賞　9件

社会科
教育

●北海道函館市立亀田中学校　教諭　川端裕介
「系統的な法教育によって法の役割を理解させて思考力を育む」

算数・
数学教育

●東京大学教育学部付属中等教育学校（東京都中野区）
教諭　小張朝子
「東京スカイツリーで数学を体感する」

国語教育 ●茨城県結城市立江川北小学校　代表・小倉康雄
「思考力・判断力・表現力をはぐくむ国語科学習の指導」

地域社会
教育活動

●千葉県立成田西陵高校　教諭　清水敏夫
「昆虫館設立から地域との交流を深めるまで」

保健・
体育の教育

●岐阜県大垣市立綾里小学校　代表・前田和典
「主体的に健康な心と体を育むことができる子の育成」

生活科・
総合学習

●広島県福山市立常金中学校　代表・和田啓介
「探究的な学びを通して地域の課題解決に挑戦する生徒たちの姿から」

美術教育 ●福井県文化振興課　主任　牧井正人
「屏風『落葉』の出前授業は、学校に何をもたらしたのか」

幼児教育・
保育

●認定こども園　武庫愛の園幼稚園（兵庫県尼崎市）
代表・浜名清美
「自ら『もの』『ひと』『こと』に関わる力を育てる」

地域社会
教育活動

●認定特定非営利活動法人　ふじみの国際交流センター
（埼玉県ふじみ野市）　代表・石井ナナエ
「共に学び共に育つ好循環《市民による多文化共生の実践》」

優秀賞　13件　
■国語教育　神奈川県葉山町立葉山中学校教諭　石上佐知子／■算数・数学教育
　岩手県岩泉町教育委員会指導主事　佐藤寿仁／■理科教育　清心女子高校（岡
山県倉敷市）教諭　秋山繁治／■社会科教育　東京都東久留米市立南中学校非常
勤教員　入江昭好／■生活科・総合学習　神奈川県小田原市立桜井小学校総括教
諭　木村弘子／■外国語教育　石川県立金沢桜丘高校教諭　前田昌寛／■児童生
徒指導　香川県綾川町立綾南中学校長　香川雅之／■教育カウンセリング　埼玉
県春日部市適応指導教室「そよかぜ」室長　石川豊／■学校づくり　○岐阜県白
川町立蘇原小学校　代表・関文美　○大阪府和泉市立南松尾中学校教諭　北田里
香／■地域社会教育活動　仙台市立郡山中学校長　高橋教義／■幼児教育・保育
　東京都品川区立平塚すこやか園　代表・大沢洋美／■美術教育　愛知教育大学
付属岡崎小学校（愛知県岡崎市）教諭　神門大知

「蝶の生態館」で飼育中のチョウを手にする清水教諭

担
う
う
ち
、
自
作
の
ク
イ
ズ
を
館
内

に
掲
示
し
た
り
、
顔
見
知
り
に
な
っ

た
住
民
が
開
く
ホ
タ
ル
観
察
会
に
自

主
的
に
参
加
し
た
り
と
、
積
極
性
が

出
て
き
た
と
い
う
。「
生
徒
は
交
流

活
動
で
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
で

き
、『
伝
え
た
い
』
と
思
う
こ
と
で

さ
ら
に
学
ぶ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
も
高
ま
っ
た
」
と
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
に
は
、
地
域
生
物
研

究
部
の
生
徒
た
ち
が
ア
ブ
ラ
ム
シ
を

駆
除
す
る
た
め
の
「
生
物
農
薬
」
と

し
て
飛
ば
な
い
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を
量

産
す
る
技
術
を
開
発
、
高
校
生
に
よ

る
農
業
ア
イ
デ
ア
の
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
「
全
国
高
校
生　

み
ん
な
Ｄ
Ｅ
笑

顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
優
勝
す
る
実

績
も
挙
げ
た
。

　

部
員
た
ち
は
、
保
育
園
や
小
学
校

で
虫
の
生
態
や
特
徴
を
教
え
る
出
前

授
業
を
開
い
た
り
、
地
域
に
生
息
す

る
虫
な
ど
を
調
べ
た
り
も
し
て
い
る
。

　

清
水
教
諭
の
専
門
は
ク
ワ
ガ
タ
の

研
究
で
、
大
の
昆
虫
好
き
。「
昆
虫

館
な
ど
が
地
元
の
宝
と
し
て
親
し
ま

れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
」

と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
。

（
最
優
秀
９
件
の
実
践
報
告
書
の
要

旨
、
選
考
委
員
の
講
評
は
読
売
新
聞

の
10
月
27
日
付
朝
刊
に
、
ま
た
最
優

秀
９
件
の
取
り
組
み
は
教
育
面
で
11

月
19
日
、
20
日
、
21
日
、
25
日
に
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、
優
秀
賞
な
ど
も
各

地
域
版
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
）
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お知らせ・短信

　「読売新聞　大学生マーケティングコンペティション」の公開審査
が10月31日に読売新聞東京本社で行われ、慶応義塾大学商学部小
野晃典研究室のチームが最優秀賞に輝きました。
　マーケティングや広告を学ぶ大学生・大学院生を対象に公募したも
ので、テーマは「読売新聞の販売促進戦略」。審査委員は、マーケティン
グ共創協会専務理事などを務める笠原耕三氏、東京富士大学教授の
山川悟氏、演出家のテリー伊藤氏の3氏が務め、書類による第一次選
考を経た5大学・6団体が審査員の質問時間も含め、12分の持ち時間で
プレゼンテーションを行いました。

各賞は以下の通り
【最優秀賞】　慶応義塾大学 商学部 小野晃典研究室
（小黒祐貴、井上雄哉、川村澄明、木田有亮、西森康斗、矢野瑞喜）
【優  秀  賞】　法政大学 キャリアデザイン学部 酒井理ゼミナール 　
【敢  闘  賞】　千葉商科大学 商経学部 外川拓ゼミナール
【入　　選】　千葉大学 大学院 工学研究科 デザイン科学専攻

　　　　　　法政大学 経営学部 西川英彦研究室
　　　　　　日本大学 経済学部 江上ゼミナール

　分かりやすくまと
めたNIE特集のバッ
クナンバーを先生と
児童生徒の人数分、
希 望 校 に 無 料 で 差
し上 げます。N I E 特
集「わくわく新 聞 活
用」は、学校の教室で教材として使えるよう、様々なテーマを
やさしく解説しています。
　朝刊に毎月1回掲載している「わくわく新聞活用」を4回分
まとめたものでカラー版、読みがな付きです。学校での授業
などにご活用下さい。
　ご希望の学校は、①学校名、②所在地、③担当教諭の名
前、④連絡方法（電話かFAXなど）、⑤希望の特集号名、部数

（先生+児童生徒人数）を明記のうえ、はがきかメール、ファ
クスでお申し込み下さい。

●送付先
読売新聞東京本社 教育ネットワーク事務局 「NIE特集」係
〒100-8055　東京都千代田区大手町1-7-1
メール：nie7717@yomiuri.com
ファクス：03-3217-8362
なお、特集号の内容は読売教育ネットワークのwebサイト
http://kyoiku.yomiur i .co . jp/tor ikumi/nie/betsu/
contents/post-8.php　をご参照ください。

学校教材用新聞
特別定価のご案内
　読売新聞は、小・中学校や高校、大学などが教材として 

「読売新聞」や英字新聞「ジャパン・ニューズ」を活用する場
合、定価の半分以下になる「学校教材用新聞特別定価」で提
供しています。 同一の日付の新聞をまとめて 10部以上使用
する場合が対象です。
　読売新聞の一部売り定価は朝刊130円、夕刊50円、ジャパ
ン・ニューズ150円ですが、学校教材用新聞は
①10部以上30部まで
　朝刊1部40円、夕刊1部20円、ジャパン・ニューズ1部70円
②31部目から
　朝刊1部30円、夕刊1部10円、ジャパン・ニューズ1部50円
　お申し込みは、配達希望日の2日前（土、日、祝日を除く）
までに、申込書に必要事項を記入し、FAXで下記へ。申込書
は読売新聞のホームページの「学校教材用新聞」 （http://
www.434381.jp/26/school/）からダウンロードできます。

●申し込み・FAX番号は以下の通りです
■東京本社　03-3216-8824
■大阪本社　06-6361-2424
■西部本社　092-715-5933
■中部支社　052-211-0040
■北海道支社　011-231-1729
■北陸支社　0766-26-3444

　神田外語大学は、成長著しい東南アジアの現状を報告する小冊子
「ASEANの熱い風」（A４判20ページ）を発行しました。

　東南アジア諸国連合（ASEAN）各国の現状のほか、現地で活躍する
日本人ビジネスマン、サッカー選手、アイドルらにインタビューして、若
いアジアの国々の魅力を伝えています。
　高校生たちにもアジア諸国への関心
を持ってもらおうと制作したもので、希
望者には無料で進呈します（１人１部）。

●申し込み、問い合わせは
学校法人佐野学園　横田弘幸

（神田外語グループ統括主監）
住所：〒101-8525
東京都千代田区内神田2-13-13
☎03・3258・5861
E-Mail：yokota-h@kifl.ac.jp

最優秀賞に喜ぶ慶應義塾大学商学部小野晃典研究室チーム

読売新聞
大学生マーケティングコンペ結果

新聞で紹介した
NIE特集を差し上げます

神田外語大学 
小冊子「ASEANの熱い風」発行
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リレーエッセー

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
⑪

ハ
ン
ガ
リ
ー・デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
大
学

「
英
語
で
医
学
を
学
ぶ
」

雙
葉
高
校
（
東
京
都
千
代
田
区
）
卒
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
大
学
３
年　

䑓だ
い 

も
な
み 

さ
ん　

後
、
ほ
ど
な
く
し
て
思
い
知
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
試
験
は
口
頭
試

験
が
多
く
、
上
辺
だ
け
の
知
識
だ
け

で
は
一
筋
縄
で
行
か
な
い
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
現
在
学
ん
で
い

る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
些
細
な
こ
と
に

見
え
よ
う
と
も
、
そ
の
一
つ
一
つ
が

い
つ
か
人
の
た
め
に
使
う
事
が
で
き

る
貴
重
な
知
識
と
な
る
は
ず
だ
と
言

い
聞
か
せ
て
目
の
前
の
勉
強
に
励
ん

で
い
る
。

　

医
学
部
６
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

修
了
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
家
試
験

に
合
格
す
れ
ば
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

域
内
諸
国
で
通
用
す
る
医
師
免
許
が

得
ら
れ
る
。
そ
の
後
日
本
人
の
学
生

の
ほ
と
ん
ど
は
帰
国
し
て
日
本
の
医

師
国
家
試
験
を
受
験
す
る
。
だ
が
、

各
学
年
３
５
０
人
の
学
生
の
う
ち
、

６
年
ス
ト
レ
ー
ト
で
合
格
で
き
る
の

は
わ
ず
か
40
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

日
々
他
国
か
ら
の
留
学
生
と
勉
強

す
る
中
で
、
彼
ら
と
比
較
し
た
時
の

自
分
の
未
熟
さ
に
嫌
気
が
さ
す
こ
と

も
多
々
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
高

い
志
を
掲
げ
日
々
勉
強
す
る
こ
と
を

惜
し
ま
な
い
友
人
が
い
る
こ
の
素
晴

ら
し
い
環
境
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

る
。

　

医
学
の
最
初
の
関
門
で
あ
る
解
剖

学
の
教
授
の
一
人
は
よ
く
「
分
厚
い

教
科
書
を
読
ま
ず
に
近
道
ば
か
り
探

し
な
が
ら
勉
強
を
す
る
く
ら
い
な

ら
、
医
師
に
な
る
こ
と
は
早
め
に
諦

め
な
さ
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
大

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0002182620
でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」の
メンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細は
ウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

䑓もなみさん（本人提供）

切
な
20
代
の
時
間
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

何
も
せ
ず
に
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
医
師
に
な
る
と
い
う
目
標

を
常
に
持
ち
続
け
、
こ
こ
デ
ブ
レ

ツ
ェ
ン
大
学
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
５
年
６
月
19
日
）

BudapestBudapest

Hungary
Romania

University of
Debrecen
University of
Debrecen

　

小
さ
い
頃
か
ら
南
ア
ジ
ア
や
東
南

ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
を
実
際
に
訪

れ
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
経
験
か
ら
、

世
界
で
本
当
に
医
療
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
場
で
医
者
と
し
て
働
く
こ
と

を
夢
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
最
低
限
英
語
で
医
学
を
学
び

た
い
と
思
い
、
日
本
の
高
校
を
卒
業

後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
立
デ
ブ
レ

ツ
ェ
ン
大
学
医
学
部
に
入
学
し
た
。

現
在
こ
こ
で
世
界
各
国
、
30
か
国
以

上
か
ら
集
ま
る
学
生
と
共
に
英
語
で

医
学
を
学
ん
で
い
る
。

　

第
二
外
国
語
で
医
学
を
学
ぶ
こ
と

が
ど
れ
ほ
ど
大
変
な
こ
と
か
、
入
学

デブレツェン大学
ハンガリーの高等教育機関で最古の大学。学生数は30000人
を超え、15の学部、三つの農業研究センターがある。




